
い
る
。
国
際
的
な
石
油
価
格
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け

て
、燃
料
費
の
コ
ス
ト
増
、
あ
る
い
は
、
競
争
激
化
に

よ
る
運
賃
・
料
金
低
迷
な
ど
に
よ
り
、収
益
力
低
下
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
物
流
業
界
で
あ
る
が
、昨
今
、
か
い

ま
見
ら
れ
る
新
領
域
へ
の
進
出
は
、
近
い
将
来
、
物

流
業
界
の
構
造
そ
の
も
の
を
激
変
さ
せ
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
物
流
業
界
を
取

り
巻
く
市
場
環
境
の
変
化
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
そ

の
動
き
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

昨
年
7
月
に
国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
宅
配
便
取

扱
個
数
の
推
移
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
内
の
宅
配
便
取

扱
量
は
微
増
を
続
け
て
い
る
。
か
つ
て
業
界
内
に
は

「
宅
配
便
取
扱
量
は
00
年
以
降
、
頭
打
ち
と
な
る
」
と

い
う
見
方
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、1
9
9
0
年

代
後
半
に
か
け
て
見
ら
れ
た
勢
い
こ
そ
衰
え
て
い
る

も
の
の
、
景
気
回
復
、
さ
ら
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
伴
う
e
コ
マ
ー
ス
の
増
大
と
い
う
追
い
風

も
あ
っ
て
、
宅
配
便
市
場
は
拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、宅
配
便
各
社
が
、〝
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
〞
活
動
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
貨
物
需
要
を
創
出
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
宅
配
便
の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
一
般
消
費
者
の
利

便
性
向
上
を
実
現
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
に
顧
客
サ
イ
ド
の
視
点
で
取
り
組
み
、
そ

れ
を
相
次
い
で
市
場
に
投
入
し
て
き
た
こ
と
が
宅
配

便
の
パ
イ
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

顧
客
で
あ
る
荷
主
企
業
の
在
庫
リ
ス
ク
や
資
金
回

収
リ
ス
ク
な
ど
を
物
流
企
業
が
肩
代
わ
り
す
る
な
ど
、

〝
金
融
サ
ー
ビ
ス
〞
に
力
を
入
れ
始
め
た
こ
と
も
宅

配
便
の
取
扱
個
数
増
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
日
本
通
運
グ
ル
ー
プ
の
日
通
キ
ャ
ピ

タ
ル
は
、
代
金
受
け
取
り
の
約
束（
売
掛
債
権
）
を
買

い
取
る
「
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
」
を
手
が
け
て
い
る
ほ

か
、
商
品
そ
の
も
の
を
い
っ
た
ん
買
い
取
る
こ
と
で
、

中
小
メ
ー
カ
ー
の
資
金
回
収
サ
イ
ク
ル
短
縮
化
に
貢

献
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。

「
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ま
ず
売
掛

債
権
を
持
つ
企
業（
荷
主
企
業
）に
と
っ
て
は
、
債
権

を
現
金
化
す
る
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
を
大
幅
に
短
縮
で

き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。一
方
、
債
権
を
引
き
取
る
側

（
物
流
企
業
）は
、
手
数
料
収
入
や
債
権
の
割
引
買
い

取
り
お
よ
び
売
却
に
よ
る
差
益
が
見
込
め
る
。

昨
年
度
、
代
金
引
換
の
決
済
額
が
一
兆
円
を
突
破

し
た
佐
川
急
便
グ
ル
ー
プ
の
佐
川
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

は
、
今
年
4
月
か
ら
、
通
販
事
業
者
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
決
済
を
引
き
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
さ
ら
に
今
後
は
仕
入
れ
の
資
金
繰
り

に
苦
労
し
て
い
る
中
小
通
販
事
業
者
に
対
す
る
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
検
討
し
て
い
る
。
同
社
で
は
、

「
代
引
き
」
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、「
フ

ァ
ク
タ
リ
ン
グ
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
い
え
る
ユ
ニ
ー
ク

な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
、
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ

は
通
販
事
業
者
に
商
品
の
代
金
を
先
払
い
し
、
そ
の

分
手
数
料
を
徴
収
。
そ
の
後
に
商
品
の
購
入
者
か
ら

代
金
を
回
収
す
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の

場
合
も
、
荷
主
サ
イ
ド
と
物
流
企
業
サ
イ
ド
の
双
方

が
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グ
と
同
様
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で

き
る
。

こ
の
よ
う
な
物
流
大
手
に
よ
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
機

能
の
拡
充
は
、
と
り
わ
け
企
業
間
取
引（
B
to
B
）で

活
用
さ
れ
る
宅
配
便
の
需
要
喚
起
に
効
力
を
発
揮
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、業
界
内
に
は
、金
融
機
能
の
提

供
は
「
資
金
力
豊
富
な
物
流
大
手
に
限
っ
た
話
」
と

の
見
方
も
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、中
堅
ク
ラ
ス
以
下

の
物
流
企
業
で
あ
っ
て
も
、
金
融
機
関
と
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
大
手
に
遜そ
ん
色
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
を
開
発
・
提
供
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

金
融
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
は
、
物
流
企
業
に
と
っ
て
新

し
い
収
益
源
の
有
力
な
候
補
と
い
え
る
。

今
年
4
月
、
か
つ
て
物
流
倉
庫
が
ひ
し
め
い
て
い

た
、
東
京
都
港
区
の
田
町
駅
か
ら
七
〜
八
分
ほ
ど
歩
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今
年
6
月
4
日
、
日
本
経
済
新
聞
に
「
ヤ
マ
ト
、

電
通
と
提
携
」
と
い
う
見
出
し
が
踊
っ
た
。〝
ク
ロ
ネ

コ
ヤ
マ
ト
の
宅
急
便
〞で
お
な
じ
み
の
ヤ
マ
ト
運
輸

グ
ル
ー
プ
が
、
特
定
エ
リ
ア
を
対
象
に
し
た
全
家
庭

に
配
達
す
る
、あ
て
名
な
し
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
事

業（
D
M
事
業
）で
、
電
通
な
ど
広
告
代
理
店
十
五
社

と
提
携
す
る
と
い
う
内
容
の
記
事
で
あ
っ
た
。

同
日
、
ヤ
マ
ト
運
輸
グ
ル
ー
プ
の
純
粋
持
ち
株
会

社
で
あ
る
ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
有
富
慶
二

会
長
は
、
千
葉
県
内
で
開
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
会
社
施

設
の
竣
工
し
ゅ
ん
こ
う
式
で
、「
宅
配
便
事
業
が
い
つ
ま
で
も
伸

び
続
け
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
宅
急
便
と
い
う
ヒ

ッ
ト
商
品
に
依
存
す
る
〝
一
本
足
〞の
収
益
構
造
か
ら

脱
却
し
、
複
数
の
足
で
立
て
る
よ
う
新
し
い
事
業
を

四
〇
ほ
ど
立
ち
上
げ
て
い
く
。
グ
ル
ー
プ
各
社
は
ヤ

マ
ト
本
体
へ
の
依
存
体
質
を
改
め
る
よ
う
に
」と
檄げ
き

を
飛
ば
し
た
。

四
年
前
の
本
誌
（
2
0
0
4
年
8
月
号
）「
業
界
ウ

オ
ッ
チ
ャ
ー
に
聞
く（
宅
配
便
業
界
編
）」
の
中
で
、

宅
配
便
業
界
最
強
の
ヤ
マ
ト
を〝
日
通・郵
政
（
現
・

日
本
郵
政
）連
合
軍
〞
が
追
撃
す
る
姿
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
今
回
の
ヤ
マ
ト
に
よ
る
D
M
事
業
強
化

の
動
き
は
、
奇く

し
く
も
、
D
M
市
場
で
七
〇
〜
八

〇
％
と
い
う
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
誇
る
日
本
郵
政
を

追
撃
す
る
た
め
に
、
ヤ
マ
ト
が
つ
い
に
の
ろ
し
を
上

げ
た
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
方
、四
強
の
一
角
を
占
め
る
佐
川
急
便
グ
ル
ー
プ

で
は
、
物
流
決
済
事
業
お
よ
び
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
う
佐
川
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
が
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
提
供
す
る
ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ

ー
ク
ス
と
組
み
、「
E
C
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
た
。
両
社
は
季
刊
誌
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お

店
や
ろ
う
よ
！
」
を
無
料
配
布
す
る
な
ど
、
中
小
通

販
事
業
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
て
い
く
。
佐

川
は
決
済
と
い
う
物
流
に
付
随
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
宅
配
便
の
取
扱
個
数
拡
大

を
ね
ら
う
。

こ
こ
数
年
、
前
述
の
D
M
事
業
や
金
融
サ
ー
ビ
ス

に
限
ら
ず
、
本
業
で
あ
る
物
流
業
に
付
加
価
値
を
付

け
る
か
た
ち
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
に
食
指
を
動

か
す
物
流
企
業
が
、
大
手
を
中
心
に
目
立
ち
始
め
て

業 界 ウオッチャーに聞く

延
　
嘉
隆

﹇「
ロ
ジ
ラ
ボ
通
信
」
副
編
集
長
﹈

業界ウオッチャーに聞く

物 流 業 界 編

台
頭
す
る
将
来
の
激
変
を
予
見
さ
せ
る

新
し
い
動
きヤ

マ
ト
が
電
通
と

業
務
提
携

宅
配
便
の
微
増
は

マ
ー
ケ
ティン
グ
の
た
ま
も
の
？

物
流
業
か
ら

物
流
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
へ
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動
産
フ
ァ
ン
ド
〞
と
い
う
黒
船
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
閉
鎖
さ
れ
て
き
た
倉
庫
業
に
一
気
に
開
国
を
迫
っ

た
か
た
ち
の
表
れ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
数
年
、
動
産
担
保
融
資
に
力
を
入
れ
て
い
る

金
融
機
関
（
特
に
地
方
銀
行
）が
相
次
い
で
い
る
。
過

去
二
〜
三
年
間
に
報
道
さ
れ
た
記
事
を
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、す
で
に
国
内
の
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
が
動

産
担
保
融
資
に
踏
み
切
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
題
に
入
る
前
に
、
動
産
担
保
融
資
の
基
礎
知
識

を
簡
単
に
整
理
す
る
。
動
産
担
保
融
資
と
は
、一
般

に
、〝
A
B
L
〞（A

ssetBased
Lending

）と
呼
ば

れ
、
土
地
な
ど
の
不
動
産
を
担
保
に
す
る
の
で
は
な

く
、
企
業
が
持
つ
機
械
や
在
庫
な
ど
の
資
産
を
担
保

と
し
て
評
価
し
、
資
金
を
貸
し
出
す
手
法
を
指
す
。

経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、
米
国
の
動
産
担
保
融
資

の
市
場
規
模
は
、
約
三
四
〇
〇
億
ド
ル（
約
三
四
兆

円
）。
企
業
向
け
融
資
全
体
の
二
割
程
度
に
達
し
、
す

で
に
資
金
調
達
手
段
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
一
方
、

日
本
の
市
場
規
模
は
、
わ
ず
か
約
一
兆
円
に
過
ぎ
ず
、

米
国
と
比
較
し
て
普
及
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
支
援
措
置
の
一
環
と

し
て
、
05
年
10
月
に
動
産
を
担
保
に
し
た
こ
と
を
法

的
に
証
明
す
る
制
度
（「
動
産
及
び
債
権
の
譲
渡
の
対

抗
要
件
に
関
す
る
民
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」

の
施
行
）
が
で
き
た
こ
と
で
、
徐
々
に
動
産
担
保
融

資
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
最
近
は
、
金
融
機
関

に
よ
る
動
産
担
保
融
資
の
具
体
的
事
例
が
報
告
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

で
は
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
〝
在
庫
〞
が
担
保

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
？

ニ
ュ
ー
ス
報
道
等
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
事
例
が

あ
っ
た
。

・
豊
橋
信
用
金
庫：

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

・
山
陰
合
同
銀
行：

化
粧
品

・
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫：

泡
盛

・
大
東
銀
行：

ト
ラ
ッ
ク

・
空
知
信
用
金
庫：

機
械
設
備

・
福
岡
銀
行：

肉
牛

・
り
そ
な
銀
行：

ペ
ッ
ト
フ
ー
ド

・
千
葉
銀
行：

文
房
具

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
ど
ん
な
も
の
で
も
担
保

の
対
象
に
な
り
う
る
の
で
は
、
と
の
印
象
を
受
け
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
担
保
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
た
商

材
の
例
を
考
え
て
み
る
と
、
あ
る
共
通
点
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。

動
産
担
保
融
資
の
担
保
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
た

事
例
の
ほ
と
ん
ど
が
、
現
金
化
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
化
）

し
や
す
い
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
あ
た
り
ま

え
の
話
で
は
あ
る
が
、
貸
し
手
で
あ
る
金
融
機
関
が

融
資
し
た
お
金
の
返
済
が
滞
っ
た
り
、
返
済
不
能
に

な
っ
た
場
合
、
貸
し
手
は
担
保
と
し
て
差
し
押
さ
え

て
い
る
〝
在
庫
〞
を
処
分
し
て
現
金
化
す
る
必
要
が

出
て
く
る
。
そ
の
際
、
在
庫
が
現
金
化
し
に
く
い
も

の
だ
と
、
担
保
に
す
る
意
味
が
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
動
産
担

保
融
資
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
動
産
担

保
融
資
の
普
及
に
向
け
た
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

①
動
産
担
保
融
資
の
借
り
手
側
の
保
護

②
担
保
対
象
の
価
値
を
評
価
で
き
る
目
利
き
の
育
成

③
担
保
と
な
る〝
在
庫
〞
を
処
分
で
き
る
流
通
市
場
の

存
在

簡
潔
に
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
る
と
、
一
番
目
の
点
は
、

融
資
を
実
施
す
る
金
融
機
関
サ
イ
ド
の
担
保
の
評
価

い
た
海
側
エ
リ
ア
に
建
つ
ビ
ル
の
一
室
で
、
物
流
会

社
に
よ
る
不
動
産
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

た
。
イ
ー
ソ
ー
コ
が
主
催
す
る
「
物
流
不
動
産
塾
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
会
場
は
、
倉

庫
業
は
も
と
よ
り
、
物
流
業
、
不
動
産
業
、
建
設
業
、

金
融
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
業
態
の
参
加
者
で

あ
ふ
れ
て
い
た
。

同
社
は
、物
流
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
を「
業
界（
物
流
、

不
動
産
、建
設
、金
融
）の
垣
根
を
超
え
て
、
ト
ー
タ

ル
に
解
決
す
る
物
流
施
設
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
」と
し
、
物
流
業
が
物
流
施
設
を
機
軸
と
し
た
総

合
営
業
に
進
化
し
、
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

「
人
と
企
業
が
変
化
に
対
応
し
、
物
流
業
界
を
取
り
巻

く
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
互
い
の
違
い
を
認
識
し
た
う
え
で

う
ま
く
手
を
組
む
こ
と
が
重
要
」
と
説
く
。

か
つ
て
倉
庫
業
の
経
営
者
の
こ
と
を〝
だ
ん
な
衆
〞

と
呼
ん
だ
時
代
が
あ
る
よ
う
に
、倉
庫
業
は
比
較
的
、

競
争
の
緩
や
か
な
業
界
と
さ
れ
て
き
た
。
も
と
も
と
、

倉
庫
業
は
、
法
律（
倉
庫
業
法
）の
成
り
立
ち
が
、
人

様
の
資
産（
ア
セ
ッ
ト
）
を
お
預
り
す
る
た
め
に
信
用

が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
根
本
に
あ
る
た
め
、

地
主
な
ど
の
土
地
持
ち
資
産
家
が
中
心
と
な
っ
て
形

成
さ
れ
て
き
た
側
面
が
あ
る
。
同
時
に
、物
流
業
界
全

体
に
、〝
不
動
産
領
域
へ
の
不
介
入
〞の
よ
う
な
予
定

調
和
の〝
空
気
〞が
あ
り
、
近
年
目
立
つ
物
流
不
動
産

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
進
出
は
、
だ
ん
な
衆
の
意
識
す
ら
変

革
し
た
ほ
ど
の
目
を
見
張
る
変
化
と
い
え
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
02
年
以
降
、
外
資
系
不
動
産
フ

ァ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
大
型
物
流
施
設
の
目
ま
ぐ
る

し
い
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。
不
動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

調
査
・
鑑
定
・
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
生
駒
い
こ
ま

デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
が
発
表
し
た
「
全
国
の

物
流
施
設
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
」
に
よ
る
と
、
不
動
産

投
資
家
等
に
よ
る
国
内
の
物
流
施
設
開
発
は
、
02
年

以
降
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
今
年
は
年
間
供
給
量

が
延
べ
床
面
積
で
二
〇
〇
万
㎡
を
超
え
る
勢
い
で
あ

る
（
図
表
1
）。
物
流
施
設
開
発
の
動
き
は
、
首
都

圏
・
関
西
圏
を
中
心
に
、
昨
年
以
降
、中
部
・
福
岡
・

東
北
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
延
べ

床
面
積
が
九
万
㎡
を
超
え
る
大
型
施
設
開
発
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
。
逆
に
、
三
万
㎡
規
模
の
施
設
開

発
は
減
少
傾
向
に
あ
る
（
図
表
2
・
3
）。

物
流
施
設
の
大
型
化
は
、す
な
わ
ち
物
流
コ
ス
ト
の

削
減
を
意
味
す
る
。
荷
主
企
業
が
物
流
効
率
化
に
し

の
ぎ
を
削
る
昨
今
、
従
来
の
倉
庫
か
ら
大
型
施
設
に

移
転
す
る
動
き
が
加
速
し
、老
舗
し
に
せ

倉
庫
の
空
き
が
目

立
ち
始
め
て
い
る
。
前
段
で
紹
介
し
た
、倉
庫
業
の
物

流
不
動
産
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
進
出
は
、
外
資
の〝
物
流
不

キーワード

ファクタリングとは、ファクタリング
業者（以下、「業者」）が、企業が有する売
掛債権を買いとり、企業に成り代わって
債権の回収を行う金融サービス（取り引
き）を指す。ファクタリングでは、債権
売却者（以下、「企業」）が債権回収に対
しての保証を行わない。そのため、業者
は貸倒れリスクを負うが、企業が業者に
対して手数料を支払うか、割引売却する
ため、差益（収益）を見込める。企業にと
っては債権を早期に回収できるメリット
がある。

動産担保融資とは、金融機関が土地な
どの不動産ではなく、在庫商品や機械、
売掛債権など、流動性の高い資産を担保
として企業に資金を貸し出す手法。
一般に“ABL”と呼ばれる。ABLは、企
業（借り手）の事業活動そのものに着目し、
在庫商品や、将来、現金化可能な売掛債
権、販売代金などを担保とする点が特徴。
企業の資金調達の手法が柔軟になる一方、
金融機関側には担保を“目利き”できる能
力が問われる。

ファクタリング(factoring)

動産担保融資
（Asset Based Lending）

図表1　全国の物流施設開発動向

図表3　規模別開発シェア

図表2　エリア別開発シェア
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資
産
は
武
器
で
あ
る



も
あ
る
。日
雇
い
派
遣
が
禁
止
さ
れ
て
困
る
の
は
、
日

雇
い
派
遣
に
労
働
者
供
給
を
依
存
し
て
い
た
物
流
企

業
と
、
労
働
の
糸
口
を
失
う
こ
と
に
な
る
労
働
者
な

の
で
あ
る
。

物
流
業
界
の
多
層
構
造
の
問
題
は
、
国
土
交
通
省

が
中
心
と
な
り
、
物
流
日
雇
い
業
界
の
あ
る
べ
き
姿

の
議
論
と
し
て
精
査
し
て
い
く
べ
き
話
で
あ
り
、〝
労

働
の
問
題
〞
と
し
て
、
最
終
的
に
は
、
荷
主
企
業
の

安
全
管
理
責
任
を
問
う
べ
き
話
で
あ
る
。
ま
た
、ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
代
表
さ
れ
る
短
期
・
単
純
労
働
者

の
生
活
の
問
題
は
、
社
会
保
障
、
あ
る
い
は
、
貧
困

対
策
と
し
て
そ
の
施
策
を
講
じ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

国
が
成
す
べ
き
こ
と
は
、
物
流
現
場
に
か
か
わ
る
す

べ
て
の
関
係
者
（
荷
主
企
業
、
物
流
企
業
、
派
遣
会

社
）
に
対
し
、
労
働
者
の
安
全
・
衛
生
面
に
配
慮
す

る
よ
う
、
実
態
を
踏
ま
え
た
「
新
し
い
労
働
管
理
の

あ
り
方
」
の
指
針
を
示
し
な
が
ら
、
地
道
な
啓
蒙
活

動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
言
及
し
て
お

き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
物
流
業
界
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
注
力
し
た
結
果
、
新
た
な
る
収
益
源
を
求
め
て

〝
金
融
サ
ー
ビ
ス
〞
に
進
出
す
る
大
手
企
業
の
動
き
、

さ
ら
に
は
、〝
資
産
〞
に
着
目
し
て
物
流
不
動
産
ビ
ジ

ネ
ス
へ
と
進
出
す
る
動
き
、
ま
た
、〝
動
産
担
保
融

資
〞な
ど
の
新
し
い
資
金
調
達（
資
金
繰
り
）
の
し
く

み
な
ど
が
台
頭
し
つ
つ
あ
る
。

一
方
で
、
物
流
現
場
の
労
働
者
確
保
と
い
う
迫
り

く
る
課
題
が
あ
り
、
昨
今
の
燃
料
高
に
伴
う
経
営
圧

迫
な
ど
目
先
の
問
題
も
あ
る
。

時
を
同
じ
く
し
て
、と
り
わ
け
、非
上
場
物
流
企
業

の
〝
事
業
承
継
〞
な
ど
の
後
継
者
問
題
、
さ
ら
に
は
、

外
資
企
業
が
国
内
の
物
流
不
動
産
（
物
流
施
設
）の
み

な
ら
ず
物
流
業
そ
の
も
の
へ
の
進
出
を
虎
視
こ
　
し

眈
々
た
ん
た
ん
と

ね
ら
っ
て
お
り
、
今
後
、
物
流
企
業
の
規
模
に
か
か

わ
ら
ず
M
＆
A
や
事
業
譲
渡
な
ど
が
加
速
さ
れ
る
こ

と
が
予
見
さ
れ
る
。
物
流
業
界
全
体
の
動
き
を
数
字

（
実
数
）
で
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
最
近
で
は
筆
者

の
会
社
に
も
M
＆
A
や
事
業
承
継
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
ら
に
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス

（
買
収
対
象
企
業
の
属
す
る
市
場
規
模
や
そ
の
動
向
、

競
合
環
境
の
推
移
等
を
調
査
す
る
こ
と
）
の
相
談
が

増
え
て
き
て
い
る
。

一
説
に
よ
る
と
、
あ
る
上
場
大
手
物
流
企
業
の
株

式
総
額（
時
価
総
額
）
は
、
そ
の
会
社
が
所
有
す
る
資

産
の
半
分
程
度
と
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
比
較
的
、

産
業
と
し
て
の
歴
史
が
長
い
物
流
企
業
は
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト（
B
S
）上
の
資
産
価
値
と
、減
損
（
時
価
）

会
計
上
の
資
産
価
値
と
の
間
に
開
き
が
あ
る
傾
向
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
実
態
は
把
握
し
に
く
い
も
の
の

「
含
み
資
産
」
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
、「
利
益
率
が
低
い
」
と
い
わ
れ
る
物
流

業
界
で
は
あ
る
も
の
の
、
前
述
の
よ
う
な
時
価
と
簿

価
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
含
み
資
産
、
あ
る
い
は
、
世

界
全
体
の
製
造
業
に
占
め
る
日
本
企
業
の
割
合
（
約

四
分
の
一
）と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
物
流
企
業
の
日
本
企

業
と
の
取
引
額
の
割
合
と
に
大
い
な
る
開
き
が
あ
る

（
少
な
い
）
た
め
、
国
内
物
流
企
業
を
ね
ら
う
外
資
の

動
き
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
そ
の
動
き
に
呼
応
す
る
形
で
、
事
業
承
継

の
問
題
を
抱
え
、
な
お
か
つ
多
層
構
造
と
い
う
特
性

を
持
つ
下
請
け
・
孫
請
け
な
ど
の
中
小
物
流
企
業
の

再
編
も
避
け
ら
れ
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者

自
身
は
、
こ
の
動
き
に
拍
車
を
か
け
る
の
が
、「
物
流

現
場
の
労
働
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
物
流
企
業
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
コ
ス
ト
の
増
大
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
財
務
戦
略
の
な
い
物
流

企
業
は
、
永
続
的
に
は
存
続
で
き
な
い
時
代
が
幕
を

開
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
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や
処
分
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
、
次
に
、
金
融
機
関
サ
イ
ド
に
目
利
き
が
存

在
し
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
融
資
を
実
施
で
き
な
い

こ
と
、
そ
し
て
、当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
担
保
に

し
た
動
産
を
処
分
で
き
る
市
場
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
二
番
目
・
三
番
目
の
点
は
、
今
後
、

金
融
機
関
が
動
産
担
保
評
価
の
専
門
会
社
に
担
保
評

価
業
務
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
な
ど
し
て
、
自

社
の
目
利
き
不
足
を
解
消
す
る
動
き
が
顕
著
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
物
流
企
業
で
い
う
な
ら
ば
、
商
用
車

（
中
古
ト
ラ
ッ
ク
市
場
な
ど
）の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
り

や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
、
物
流
業
界
内
に
起
き
て
い
る

変
化
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
次
は
、
物
流

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
い
く
つ
か
紹
介
し

た
い
。

昨
夏
以
降
、
新
聞
に
、派
遣
会
社
に
よ
る
〝
二
重

派
遣
〞〝
偽
装
請
負
〞の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、〝
格

差
社
会
〞
の
象
徴
と
し
て
、〝
日
雇
い
派
遣
〞〝
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
難
民
〞〝
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
〞〝
ワ
ン
コ
ー
ル

ワ
ー
カ
ー
〞
な
ど
の
こ
と
ば
が
世
に
広
ま
っ
た
こ
と

も
記
憶
に
新
し
い
。

こ
の
問
題
は
派
遣
会
社
の
モ
ラ
ル
問
題
と
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
節
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
景
気
の
波

動
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
繁
忙
期
・
閑
散
期

で
派
遣
会
社
か
ら
の
人
員
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り

経
営
の
舵か
じ
取
り
を
行
っ
て
い
た
物
流
企
業
に
と
っ
て

は
、
日
雇
い
派
遣
問
題
の
議
論
（
派
遣
業
法
改
正
の

議
論
）の
行
く
末
次
第
で
は
、日
雇
い
派
遣
が
禁
止
さ

れ
る
事
態
も
想
定
さ
れ
、
人
員
確
保
と
い
う
点
に
お

け
る
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

同
時
に
、も
と
も
と
、
物
流
業
界
に
は〝
多
層
構

造
〞
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
大
手
企
業
関
連
の
物
流

現
場
で
さ
え
、
荷
主
、
元
請
会
社
、下
請
会
社
、
孫
請

会
社
、
曾
孫
そ
う
そ
ん
請
会
社
の
多
層
構
造
で
形
成
さ
れ
て
お

り
、
各
社
が
派
遣
会
社
に
労
働
者
派
遣
を
依
頼
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、業
界
構
造
的
に
、二
重
派
遣
・

偽
装
請
負
の
形
態
が
常
態
化
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
。

な
か
に
は
、〝
三
重
派
遣
〞〝
四
重
派
遣
〞
と
い
う
現
場

す
ら
あ
る
。

筆
者
は
、二
重
派
遣
、
偽
装
請
負
問
題
解
決
の
出

口
は
、
本
来
、労
働
者
の
安
全
・
衛
生
管
理
が
で
き
る

「
新
し
い
労
働
管
理
の
あ
り
方
」
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
政
治
・
行
政
と
も
に
、日
雇
い
派
遣
の
存
在

そ
の
も
の
に
着
目
し
て
お
り
、
各
党
の
議
論
を
見
る

か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、一
部
に
は
、超
党
派
の
「
日
雇

い
派
遣
禁
止
に
反
対
す
る
」
議
員
連
盟
の
設
立
な
ど

の
動
き
が
あ
る
も
の
の
、総
じ
て
、日
雇
い
派
遣
禁
止

に
向
け
た
流
れ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

具
体
的
な
事
実
に
基
づ
き
課
題
点
を
見
い
だ
し
、

課
題
点
に
即
応
し
た
解
決
策
を
講
じ
、
効
果
測
定
を

し
な
が
ら
検
証
し
て
い
く
と
い
う
改
善
策
の
基
本
が

講
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
格
差
社
会
と
い
う
セ
ン
セ

ー
シ
ョ
ナ
ル
な
こ
と
ば
で
一
く
く
り
に
さ
れ
感
情
的

な
議
論
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
問
題
を
よ

り
複
雑
に
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
の

日
雇
い
派
遣
会
社
だ
け
に
責
任
を
押
し
付
け
て
い
る

現
状
は
、
あ
ま
り
に
、
矮
小
わ
い
し
ょ
う
化
し
た
議
論
で
あ
る
と

指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
こ
と
で
、
何
ら
、
本

質
的
な
問
題
は
改
善
し
な
い
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

利
幅
が
少
な
く
、
管
理
コ
ス
ト
の
増
大
が
懸
念
さ
れ

る
日
雇
い
派
遣
か
ら
の
撤
退
を
模
索
す
る
派
遣
会
社
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業 界 ウオッチャーに聞く

の
ぶ
・
よ
し
た
か
●
「
ロ
ジ
ラ
ボ
通
信
」
副
編
集
長
・

㈱
青
山
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
総
合
研
究
所
取
締
役
。
1
9

7
3
年
生
ま
れ
。
青
山
学
院
大
学
経
営
学
部
卒
。
大
学

在
籍
時
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
物
流
二
法
」。
政
治
家
秘
書

を
経
て
、
㈱
船
井
財
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、
㈱
日
本
ビ

ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
（
業
務
改
善
・
S
C
M
）
勤
務
後
、

現
職
。「
賢
者
の
選
択
」（
B
S
朝
日
）
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
＆

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

キーワード

二重派遣とは、派遣会社など他の会社
で雇用されている労働者が、さらに派遣
先企業の子会社や取引先などに派遣さ
れ、第三者の指揮命令系統下に置かれて
いる状態を指す。労働者派遣法で認めら
れている労働者派遣は、“自社雇用する
労働者”の派遣。業界が多層構造となっ
ている物流業界では、さまざまな現場で
数多くの派遣労働者が働いているため、
二重派遣・三重派遣の構図になりやすい
構造的問題がある。

日雇い派遣とは、派遣労働者のうち、
１日単位の雇用契約で働く者を指す。近
年の格差社会に対する世論の高まりを受
け、厚生労働省の「今後の労働者派遣制
度の在り方に関する研究会」では「日雇
い派遣の原則禁止」という声が上がり、
次期臨時国会での法改正も取りざたされ
ている。メディアでは、二重派遣と日雇
い派遣を混同した議論、あるいは日雇い
派遣の現状認識が行われないまま情緒的
な議論が進んでいる感が否めない。

二重派遣

日雇い派遣

物
流
業
最
大
の

懸
案
事
項
は
〝
人
〞

物
流
企
業
再
編
の
予
兆


